
 
 
 
 
 
 
  
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

■テーマ：老年看護学再考 
■学術集会長：湯浅美千代（順天堂大学大学院）  
■会場：幕張メッセ（一部オンデマンド配信）  
■会期：2025 年 6 月 27 日（金）・28 日（土）・29 日（日） 

第 34 回日本老年学会総会との合同開催 
6 月 27 日は日本老年学会総会の企画のみ 

■オンデマンド配信：2025 年 7 月 15 日正午～31 日正午 
■参加費：事前参加登録（2025 年 5 月 20 日締切） 

会員：12,000 円 非会員：15,000 円 
当日参加登録（2025 年 6 月 27 日～29 日） 
会員：15,000 円 非会員：15,000 円 
学生：6,500 円※当日参加，大学生・専門学生のみ 

■プログラム（詳細は学術集会 HP をご確認ください．） 
会会長長講講演演 

老年看護学を捉え直す 
特特別別講講演演 
認知症基本法・基本計画を捉え直す 

教教育育講講演演 
1．生きる意欲に繋がる服 
2．フレイルを捉え直す 
3．地域包括ケアにおける感染管理 

教教育育セセミミナナーー  
1．超高齢者の看護に役立つ臨床推論に必要な知識と技 
2．多様な症状の背景を探る 
3．高齢者の QOL の向上に向けたモノの活用と開発 
4．高齢者に配慮した薬物治療 

シシンンポポジジウウムム 
1．急性期病院における「日常倫理」 
2．老いの考え方・学び方 

合合同同シシンンポポジジウウムム 
老いに関する新たな考え方と対応 

研研究究論論文文賞賞受受賞賞者者講講演演  
  

委委員員会会企企画画  
  教育活動推進委員会，老年看護政策検討委員会，拡大

編集委員会，災害支援検討委員会 
理理事事会会企企画画  
  プロジェクト委員会 
指指定定交交流流集集会会・・交交流流集集会会  
CCNN・・CCNNSS 限限定定研研修修（（※※要要事事前前申申込込））  

1． パーソン・センタード・ケア 
2． せん妄ケア 

一一般般演演題題発発表表，，共共催催セセミミナナーー，，社社員員総総会会，，会会員員総総会会  

 
 

令和 6（2024）年度も多彩な研修会が開催されました．

次年度も新たな研修を企画しております．日頃の実践の振

り返りや自己研鑽の機会として本学会の研修事業をご活用

ください． 
【生涯学習支援研修】 

・高齢者看護質向上のための看護管理者研修 
・実践研修：身体的拘束最小化ここからはじめてみよう! 

〈認知症看護対応力向上研修フォローアップ研修〉 
日常倫理に基づく認知症ケア/日常生活援助の中の認知

症看護 
〈ELNEC-JG 研修〉 

ELNEC-J 高齢者カリキュラム指導者養成プログラム 
【委員会企画研修】 
〈研究活動推進委員会企画〉 
高齢者ケア実践現場における研究シーズのみつけ方と研

究へのつなげ方 
〈国際交流委員会企画〉 
フィンランドと日本における地域での高齢者ケアの実践 

 

令令和和 66 年年度度各各種種研研修修会会のの実実施施  

 
2025 年 3 月 19 日発行 
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 春色の和やかな季節，皆様ご健勝のことと存じます． 
2024 年 6 月，正木前理事長のあとを引き継ぎ，新たな理事会と委員会組織を発足致しました．各委員会は本
学会の基盤となる活動に加え，新たな企画にも着手しているところです．8 月には，「急性期病院における高齢
者のフレイル予防・回復に向けた看護」への提言を学会ホームページに掲載致しました．看護の成果をフレイ
ルの予防・回復の観点から示すことができるのではないかと考えております．また，認知症看護に関するプロ
ジェクトを始動致しました．ホームページには認知症基本法に関する情報を掲載しております．その他，各委
員会活動の成果も掲載しておりますので，ご一読ください． 
 6 月には，千葉県の幕張メッセにて，日本老年看護学会第 30 回学術集会を開催致します．第 34 回日本老年
学会総会との合同開催ですので，合同シンポジウムをはじめ，他学会の発表や講演にも参加することができま
す．多くの方にご参集いただき，活発な討論，情報交換等ができることを楽しみにしております． 
 本学会は，老年看護学の重要性を各所に伝えていく役割を果たしたいと思っております．皆様にご協力いた
だく機会も多くなると思いますが，どうぞよろしくお願いいたします． 

一般社団法人日本老年看護学会 理事長 湯浅美千代 

ごあいさつ 

第第 3300 回回学学術術集集会会ののごご案案内内  

  

学術集会 HP はこちら 



〈災害支援検討委員会企画〉 
災害時のトイレ事情とわたしたちができること 

【専門看護師・認定看護師活動推進委員会】 
・超高齢者の食べる力をおとさない支援 
・CNS/CN：認知症高齢者の ACP 

 
向けて～ 

 
国際交流委員会が，日本の高齢者ケアに関する看護師・

看護組織の活動を国内外で紹介するために，看護小規模

多機能型居宅介護事業所での看護実践紹介動画を作成

しました．提示資料と字幕は英語表記ですが，音声は全

て日本語となっておりますので，海外の方

にも国内でも活用できる動画です．学会

HP，QR コードよりご視聴ください． 
 

 
 

 
2023 年より理事会を中心に検討を重ねたフレイル予

防について，第 29 回学術集会の学会企画「急性期病院

における高齢者のフレイル予防・回復に向けた看護」に

て本提言を発表し，来場者の方との意見交換を行いまし

た．そのうえで 2024 年 8 月の第 2 回理事会にて最終的

な承認を得て，学会 HP に公開中です．QR
コードよりご覧いただき，関係各位にご紹

介いただくとともに，実践・教育にてご活用

ください． 
 
 

 
専門看護師・認定看護師活動推進委員会では，GCNS・

DCN の活動を（概ね 2 か月に 1 回），学会 HP に報告し

ています．専門看護師，認定看護師の活動について理解

を深めて頂くとともに，実践看護の課題解

決のヒントとして役立てて頂ければ幸いで

す．最新報告は 2025 年 3 月に掲載されてい

ます．  
 

プロジェクト委員会では今期，認知症基本法に関わる

活動を進めています．その一環として，会員の皆様に認

知症基本法に関心をお寄せいただきたく，学会 HP 連載

を開始しました．QR コードからご覧ください． 
第 1 回：認知症基本法を知っていますか 
第 2 回：認知症基本法の基本理念 
第 3 回：新しい認知症観 
第 4 回：「新しい認知症観」を自分ごとに 
 
 
 

 

 
老年看護学の学術的発展と実践の質向上の為，学会誌

「老年看護学」では、第 30 巻第 1 号より，掲載論文は

学会誌発行後に即時公開（オープンアクセス）となりま

す（J-STAGE・Medical Finder にて 2 月，8 月に公開）．

また，2023 年度より，共著者制限を廃止いたしました

ので，共著者が非会員の場合もご投稿いただけます（非

会員 1 名につき，投稿料：5,000 円）．詳細は投稿規程を

ご確認ください． 
学会誌の発行スケジュールは下記のとおりです．投稿

論文の受け付け・査読は，随時行っています．編集委員

会では，会員の皆様にとって，魅力的で投稿しやすい学

会誌を目指し活動しております．今後も多くの会員の皆

様からの投稿をお待ちしております． 

 
 
 

 
会員専用サイトからご利用いただいている「メディカ

ルオンライン学会誌無料閲覧サービス」は毎年専用アカ

ウントが更新されます． 
現在，下記新 ID・パスワードに変更されております．

学会ホームページ会員専用サイト内の当該アイコン横に

も，新規 ID とパスワードを掲載しております．どうぞ

ご活用ください． 
〔新規 ID とパスワード〕 
学会専用 ID：1100007185-10 
パスワード：yq5xdzvx 
 

■2025 年 3 月時点の会員数 2,950 名 
■メールマガジン配信ご登録のお願い 
本学会では，会員の皆様へ月に 1 回，メールマガジン

を配信しています．学術集会や研修の情報など，会員の

皆様にお届けしておりますので，是非メールマガジンを

ご登録ください．配信を希望する方は，会員専用サイト

からご登録いただくか，下記事務センターまでメールに

てご連絡ください． 
 
 
【編集】総務（広報）担当理事：立原 怜・北川公子 
【発行】一般社団法人日本老年看護学会事務センター 
〒162-0825 東京都新宿区神楽坂 4-1-1 オザワビル 2F 

TEL：03-5206-7431 FAX：03-5206-7757 
E-mail：office@rounenkango.com 
URL：https://www.rounenkango.com 

巻号 発行 締切日 
第30巻第2号 2026年1月発行予定 2025年 7月31日 
第31巻第1号 2026年7月発行予定 2025年11月30日 

日日本本のの看看護護実実践践紹紹介介動動画画ををごご活活用用くくだだささいい  

「「急急性性期期病病院院ににおおけけるる高高齢齢者者ののフフレレイイルル予予防防・・  

回回復復にに向向けけたた看看護護」」へへのの提提言言  

連連載載：：GGCCNNSS・・DDCCNN のの挑挑戦戦－－現現場場かかららのの発発信信－－  

編編集集委委員員会会かかららののおお知知ららせせ  

メメデディィカカルルオオンンラライインン電電子子ジジャャーーナナルル  
専専用用アアカカウウンントトののおお知知ららせせ  

  

  

  

  

事事務務セセンンタターーかかららののおお知知ららせせ 

連連載載：：認認知知症症共共生生社社会会のの実実現現にに向向けけてて  


